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1. Db2 Web Query for i 2.3 の概要 (1/2)

3

Db2 Web Query for i は、データをすばやく、簡単に参照・分析できる

IBM i 上で稼働するBI(Business Intelligence)ツールです

“直感的な操作性”
“柔軟なデータ活用”

“データの可視化”
“多次元分析”

• ブラウザー・ベースのツールで、Query/400のレポートを最新化
• パラメーター化されたレポートで、エンド・ユーザーに複雑さを感じさせないデータ・アクセス
• Db2 for i の高度なクエリー最適化機能を活用してクエリー・パフォーマンスを向上
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1. Db2 Web Query for i 2.3 の概要 (2/2)
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Db2 Web Query for i が提供する機能

ファイル/テーブル

SQLビュー

SQLスクリプト

SQLストアード・プロシージャー

データ・ソース

Query/400

Db2
family

CSV

Db2 for i

メタデータ

データ属性

データの関係/
ルールの設定

I

一時フィールド

JOIN

さまざまなデータを一元管理

…

コンテンツ

レポート

グラフ

ダッシュボード

Excel

JSON

XML

Webブラウザー

Excelアドイン

モバイル

FTP

e-mail

IFS
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2. Query/400レポートを簡単にDb2 Web Queryに取り込みWeb化

5

日々の業務で利用している5250のQueryレポートを
簡単にDb2 Web Queryに取り込みWeb化

Db2 Web Queryに取り込み

数分でWeb化

Query/400定義が5分もあればブラウザーでのレポートに！
いつでもどこでも最新データを参照して営業力アップ

実行すればその時点のリアルタイムデータ

オールインワンで
リアルタイム分析

数分でカスタマイズ

より見易い画面に
カスタマイズ

Webブラウザ5250
*QRYDFN
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用1
下記のQuery/400定義（ライブラリー：SAWADALIB 定義名：tok1得意先別の売上集計 地区別集計）
をDb2 Web Queryへ移行してみましょう。

6
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用2

サインオンして、メインメニューから、「データの取得」をクリック

7
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用3

データの取得のメニューから、利用可能なデータソースの、「Query/400」を選択し、右下の「選択」をクリック

8
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用4

Query/400の定義が存在するライブラリー名（ここではSAWADALIB）を記入します。その後、右下の「送信」をクリック

9
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用5

取り込みたいQuery/400の定義にチェックする。その後、右下の「シノニムの作成」をクリック

10
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用6

シノニムの作成は完了しました。
この後、レポートを作成します。

「次へ」をクリック

下記のレポート名でよければ「次へ」をクリック。
（レポート名：ここではtok1はここで変更できます。）

「完了」をクリックしてください。これでレポートが作成できました。

11
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用7

最初のメインメニュー画面に戻ってきます。
「ワークスペース」をクリック

ワークスペースのマイコンテンツの中に、先ほど作成された「tok1」が
あります。レポートを実行するためには、クリックしてください。

12
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IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用8

数分の操作でWebブラウザからレポート参照可能に！

13



© IBM 2022

IBM i World 2022 

IBM iでデータ活用：Db2 Web Query for i

Query/400定義を簡単活用のポイント
✓ 取り込めるQuery/400定義の出力は“表示”のみ
✓ 取り込んだ後のQuery/400定義の更新は反映されない

その場合は、再取り込み or Db2 Web Query定義（シノニム）を修正
✓ 本格的なレポート開発をする場合は「PFからのシノニム作成」を推奨

＜参考情報＞

Db2 Web Query for i ウェブサイト
https://www.ibm.com/support/pages/node/1274374

■掲載情報（一部）
各種資料
• デモビデオ（入門編/応用編）
• Hint&Tips
• セミナー資料
• 機能紹介資料
マニュアル
• 導入手順書
• PTF情報
• 自習書
など

14

https://www.ibm.com/support/pages/node/1274374
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3. Db2 Web Queryをより活用するためのシナリオ

15

より活用するための方法をいくつかご紹介します。
(1) Active Report形式に変換することで、自在に集計し、グラフ化できます

Db2 Web Queryに取り込み

移行したWebレポート
数分でActive Report形式に

カスタマイズ

5250
*QRYDFN

Webブラウザ
ユーザーが自在にグラフ追加
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Db2 Web Query for iで更なる活用

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます1

サインオンして、メインメニューから、先ほど作成した「tok1」を右クリック

16
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Db2 Web Query for iで更なる活用

「編集」をクリック

17

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます2
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Db2 Web Query for iで更なる活用

まずは、表示スタイルシートの変更で見栄えを変えてみましょう
レポートの中の項目である「テーマ」を選択してクリック

18

スタイルシートは、左上のレガシーテンプレートに
多数あります。「JASilver_light2.sty」を選択して「開く」を
クリック

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます3
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Db2 Web Query for iで更なる活用

下記のように見栄えが変化しました。スタイルシートは
多数テンプレートが用意されているので、自社にあったのを
選択できます。

19

表示形式を「Analytic Document」を選択してクリック

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます4
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Db2 Web Query for iで更なる活用

IAのメニューから「名前を付けて保存」を選択してクリック

20

「得意先レポート＿アクティブ形式」のような名前つけて「保存」を選択
してクリック

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます5
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Db2 Web Query for iで更なる活用

ワークスペースの中に先ほど保存した「得意先レポート＿アクティブ形式」
を右クリックし、実行で「新規ウインドウで実行」を選択

21

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます6
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Db2 Web Query for iで更なる活用

下記の画面が表示されます。「当月売上高」の項目にマウスを持っていき
クリックします

22

下記の画面が表示されます。「作成を」クリック
・棒グラフ、縦軸が、集計（当月売上高）、
横軸が、地区コードになります。

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます7
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Db2 Web Query for iで更なる活用

下記のように地区別の「当月売上高が」、グラフで表示されます

23

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます8
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Db2 Web Query for iで更なる活用

同様に、「当年売上高」をクリックして
「作成」をクリック

24

下記のように地区別の「当年売上高」、グラフで表示されます

ご活用例：例えば、WebレポートをActive Report形式に変換することで、自由にグラフ化できます9



© IBM 2022

IBM i World 2022 

3. Db2 Web Queryをより活用するためのシナリオ

25

(2) 検索条件を設定して、Excelでダウンロードできるようにします

Db2 Web Queryに取り込みスタイルシート変更済み

移行したWebレポート

数分で条件指定して、
Excelでダウンロード
できるWebレポート化

5250
*QRYDFN

Webブラウザ
ユーザーが、プルダウンから
条件選択して
Excelダウンロード
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Db2 Web Query for iで更なる活用

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます1

サインオンして、メインメニューから、先ほど作成した「tok1」を右クリック

26
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Db2 Web Query for iで更なる活用

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます2

サインオンして、メインメニューから、先ほど作成した「tok1」を右クリックして[編集]を選択

27
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Db2 Web Query for iで更なる活用

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます3

下記のinfoAssistの画面が表示されます。地区コードで検索するので、地区コードごとの集計を削除します。

28
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Db2 Web Query for iで更なる活用

検索条件を設定するために、「データ」ー＞「フィルター」を選択します。

29

次に、「条件設定を下記のように選択します
・左の項目は「地区コード」を選択
・右の項目は、「パラメータ」を選択し、動的に設定
フィールド設定に地区コードを選択

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます4
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Db2 Web Query for iで更なる活用

保管して、実行キーで下記の画面が表示されることを確認。

実行して、下記の画面が表示されることを確認。

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます5
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Db2 Web Query for iで更なる活用

表示タイプを「ユーザー選択」にします。

得意先レポート＿地区選択で保管

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます6
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Db2 Web Query for iで更なる活用

新規Windowで実行を選択すると下記のように表示されます
実行します。

地区＝０１でHTML表示されます

出力タイプをExcelにして実行

地区＝０１でEXCEL表示されます

ファイルを開く

ご活用例：例えばWebレポートで、地区コードを検索条件を設定して、Excelでダウンロードできます7
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4. 補足情報

33

(1) お客様のIBM iにDb2 Web Query for i 導入されているか確認方法
(2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認方法
(3) Db2 Web Queryが導入されていない場合：導入手順について
(4) Db2 Web Queryライセンス情報
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1) お客様のIBM iにDb2 Web Queryが導入されているか確認方法
Db2 Web Queryが導入されているのに使っていないかもしれないというお客様は、下記で導入済みか

確認できます。QSECOFR権限でサインオンしていただき、「WRKLICINF」コマンドで下記のように
5733WQXが表示されれば導入されています。
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（1/7)
お客様が、Db2 Web Queryのライセンスを保有しているかどうか、ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約があるかどうかの確認は、
下記のESS(Entitled Systems Support)で可能です。ここでは利用方法を簡単に解説します。

Entitled Systems Support (ESS) とは

• IBM Power および IBM Storage のソフトウェア、ハードウェアを管理するためのポータルサイト
https://www.ibm.com/servers/eserver/ess/index.wss

https://www.ibm.com/servers/eserver/ess/index.wss
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（2/7)

ESS サイトへアクセスするために用意するもの
• IBM id

• お客様番号と、下記のいずれか1つ

• オーダー番号

• システム番号

• SWMA 契約番号

• シリアル番号
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（3/7)

ESS サイトへのアクセス例
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（4/7)

ESS サイトへのアクセス例
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（5/7)

ESS サイトへのアクセス例
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（6/7)

ESS サイトへのアクセス例
Db2 Web Queryのライセンスの
所有が確認できます。
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2) お客様保有のライセンスとSWMA (ｿﾌﾄｳｪｱ保守契約)の確認（7/7)

ESS サイトへのアクセス例

• インベントリー参照（続き）

• アクティブ / 出荷済 SWMA 参照 (AAS, CHIS オーダーの SWMA を確認可能）

Db2 Web QueryのSWMAの有効期限
が確認できます。
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3) Db2 Web Queryが導入されていない場合：導入手順について

https://ibm.ent.box.com/s/i33eriqrg2ti5sme30agvyl6nbtvlp3p

Db2 Web Queryの導入手順については、下記の資料を参考にしてください。
ライセンスがない場合でも70日間お試しできます。

https://ibm.ent.box.com/s/i33eriqrg2ti5sme30agvyl6nbtvlp3p
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4) IBM Db2 Web Query for i 2.3.0 ライセンス情報

Db2 Web Query for i 機能

Edition

Express
（5733-WQE）

Scheduler
(5733-WQB)

Runtime User
(5733-WQR)

Standard
（5733-WQS）

基本機能
• Webベースのレポート作成ツール
• メタデータ管理
• OLAP, モバイルサポート

標準
コアあたり

無償 2ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

Developer Workbench オプション オプション オプション 標準、マシンあたり
有償 1 ユーザー(注)

ランタイム・グループ なし なし 標準、コアあたり
無償 2 グループ

標準、コアあたり
無償 2 グループ

レポート配信 (Report Broker) なし 標準機能 なし 標準機能

SQL サーバー・アダプター なし なし なし 標準機能

JDE アプリケーション・アダプター なし なし なし オプション

SDK なし なし なし 標準機能

DataMigrator for i （ETLツール） オプション オプション オプション オプション

注： 標準・有償部分は構成から削除可能 43
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IBM Db2 Web Query for i 2.3.0 ライセンス料金

Express Scheduler Runtime User Standard

基本機能（1年SWMAつき） コア当たり70万円 コア当たり101.5万円 コア当たり101.5万円 コア当たり350万円

1年更新SWMA コア当たり21万円 コア当たり43.5万円 コア当たり43.5万円 コア当たり105万円

Authorized User コア当たり 2ユーザー無償（追加：1ユーザー当たり10万円)

Developer Workbench User 1ユーザー当たり24.88万円

ランタイム・グループ（実
行ユーザー）

－ － コア当たり 2グルー
プ無償

追加：1グループ当
たり25万円

コア当たり 2グルー
プ無償

追加：1グループ当
たり25万円

JDE アプリケーション・ア
ダプター

－ － － コア当たり62.5万円

DataMigrator for i（ETLツー
ル）(1年SWMAつき)
※Developer Workbench Userが必要

コア当たり350万円

DataMigrator for i 1年更新
SWMA

コア当たり105万円
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ご参考URL

✓ i-learning研修

45
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ワークショップ、セッション、および資料は、IBMによって準備され、IBM独自の見解を反映したものです。それらは情報提供の目的のみで提供されており、いかなる
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本資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示するものではありま
せん。本資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかな
る方法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本資料に含まれている内容は、読者が開始する活動によって
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スは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事項を含む、数多
くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。
記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。実際
の環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。
IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Db2、Rational、Power、POWER8、 POWER9、AIXは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商
標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

インテル, Intel, Intelロゴ, Intel Inside, Intel Insideロゴ, Centrino, Intel Centrinoロゴ, Celeron, Xeon, Intel SpeedStep, Itanium, およびPentium は Intel Corporationま
たは子会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標です。
Microsoft, Windows, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
ITILはAXELOS Limitedの登録商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは Oracleやその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
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